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學
校
の
悠
久
な
る
べ
き
生
命
よ
り
い
へ
ば
、
五
十
年
は
一
過
隙
の
間
で
あ
ら
う
。

が
、
開
校
當
時
、
尺
に
も
足
ら
な
か
っ
た
稚
松
が
、
今
や
亭
々
と
し
て
天
を
摩
し
て
、
龍
南

の
一
天
地
を
成
す
所
、
其
の
朝
な
夕
な
の
松
籟
は
幾
多
の
歴
史
の
瞬
き
で
無
か
ら
う

か
。
而
し
て
、
此
の
歴
史
を
通
じ
て
成
り
っ
上
あ
る
傳
統
の
力
こ
そ
は
、
其
の
由
っ
て

来
る
所
深
く
、
其
の
育
み
成
す
所
掴
い
も
の
か
あ
る
。
此
の
故
に
、
記
念
事
業
を
計
豊

吾
が
第
五
高
等
學
校
は
、
昨
年
を
以
て
開
校
五
十
年
に
達
し
、
記
念
の
式
典
を
學
げ

て
、
榮
あ
る
過
去
を
顧
み
、
更
に
輝
か
し
き
將
來
を
拓
く
べ
く
、
奮
ひ
起
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
余
、
圖
ら
ず
も
其
の
式
典
を
司
る
の
光
榮
を
荷
ひ
、
私
に
は
青
衿
在
學
の
往
時
を

懐
ひ
、
公
に
は
丹
心
匪
躬
の
現
今
を
長
み
、
坐
る
に
感
激
の
念
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
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高
森
教
授
は
、
文
筆
に
長
じ
て
、
斯
の
種
の
編
述
に
堪
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
嘗
て

は
本
校
の
生
徒
で
あ
り
、
今
は
本
校
の
教
授
で
あ
っ
て
、
其
の
最
適
任
者
で
あ
る
こ
と

は
、
言
芝
挨
た
ぬ
所
で
あ
る
。
但
ご
其
の
鼎
盛
な
る
力
を
、
此
の
叢
腔
な
る
方
面
に
消

耗
し
て
賞
ふ
こ
と
は
、
窃
に
申
讓
が
無
い
と
濤
曙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
然
る
に

教
授
は
、
自
ら
進
ん
で
其
の
任
に
腐
り
、
三
十
年
の
間
、
教
學
の
餘
力
を
傾
倒
し
て
、
或
は

遠
く
親
し
く
先
輩
を
訪
問
し
て
薑
聞
を
蟇
賓
或
は
断
簡
零
楮
に
に
ょ
っ
て
往
事
を

究
め
て
、
遂
に
此
の
修
纂
を
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
恂
に
感
肋
の
至
り
で
あ
り
、
爾
餘
の

諸
教
授
、
亦
陰
に
陽
に
之
を
籍
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
鳴
謝
し
て
已
主
な
い
所
で
あ
る
。

今
や
吾
が
五
高
五
十
年
の
足
跡
は
明
か
に
さ
れ
て
、
龍
南
精
赫
五
十
年
の
長
養
も

す
る
に
當
っ
て
其
の
重
な
る
も
の
Ｌ
一
と
し
て
、
先
づ
五
十
年
史
の
編
纂
を
採
り
、
之

を
白
壁
、
八
波
、
山
形
、
松
尾
、
田
中
、
上
田
、
池
田
高
森
、
藤
田
、
菅
野
、
竹
原
、
小
山
、
竹
下
の
諸
教
授

に
諮
っ
て
、
其
の
協
力
を
乞
ひ
、
特
に
高
森
教
授
に
は
、
其
の
主
任
を
囑
し
た
の
で
あ
っ

に
諮
っ

た
。

掌
に
指
す
べ
く
な
っ
た
。
既
往
を
回
顧
す
る
者
爾
將
來
を
指
導
す
る
者
、
齊
し
く
其
の

求
む
る
所
を
、
此
の
中
に
満
た
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
實
に
記
念
事
業
に
晴
を

鮎
ず
る
所
以
で
あ
っ
て
、
又
同
事
業
の
完
結
を
告
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
上
に
本
書

を
公
に
す
る
に
富
っ
て
、
重
ね
て
高
森
教
授
を
始
め
、
爾
餘
の
諸
教
授
に
敬
謝
し
文
記

念
事
業
に
熱
誠
な
る
援
助
を
賜
は
り
た
る
同
窓
諸
賢
に
對
し
て
更
に
新
な
る
感
銘

を
禁
じ
得
な
い
。

昭
和
十
一
一
一
年
十
一
一
月
十
二
日

第
五
高
等
學
校
開
校
五
十
年
記
念
會
長

オ
時

間。
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